
農業の話をしようよ！
JA前橋市のキャッチコピー

笑顔と信頼　広げよう「ありがとう」の気持ち
2026

７

ＪＡ前橋市公式Instagramを始めました！
イベントの告知など様々な情報をお届けします

産直ゆうあい館Instagram更新中！
フォローやいいねをお願いします

第33回通常総代会～全議案が可決～
　《表紙紹介は２ページ》　　

文
ふみづき

月 /七夕行事に詩や歌を献じる月の意（七夕月ともいう）　花暦 /百合…清浄　誕生石 /ルビー（紅玉）…情熱・権威▲イメージキャラクター
　「じゃじゃゴン」

ホームページをリニューアルしました！
ホームページアドレス
https://jamaebashi.or.jp
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令
和
８
年
度
の
計
画（
基
本
方
針
）

　

本
年
度
は
、
第
９
次
中
期
計
画
の
中
間

年
度
で
あ
り
、
計
画
達
成
に
向
け
た
重
要

な
年
度
と
な
り
ま
す
。
計
画
の
着
実
な
実

践
を
進
め
「
持
続
可
能
な
食
料
・
農
業
基

盤
の
確
立
」「
持
続
可
能
な
地
域
・
組
織
・

事
業
基
盤
の
確
立
」「
不
断
の
自
己
改
革
の

実
践
を
支
え
る
経
営
基
盤
の
強
化
」
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
前
橋
市
の
経
営
理
念
で
あ

総
代
会
提
出
議
案

◆
報
告
事
項

・ 

令
和
７
年
度
貸
借
対
照
表
、損
益
計
算
書
、

注
記
表
の
内
容
及
び
附
属
明
細
書
並
び

に
会
計
監
査
人
の
監
査
報
告
及
び
監
事

の
監
査
報
告
の
件

◆
第
１
号
議
案

・ 

令
和
７
年
度
事
業
報
告
及
び
剰
余
金
処

分
案
承
認
の
件

◆
第
２
号
議
案

・ 

令
和
８
年
度
事
業
計
画
設
定
の
件

◆
第
３
号
議
案

・ 

令
和
８
年
度
に
お
け
る
理
事
及
び
監
事

の
報
酬
に
関
す
る
件

◆
附
帯
決
議

◆
報
告
事
項

・ 「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
」
の
変
更

〜すべての議案が可決承認～
　

Ｊ
Ａ
前
橋
市
は
５
月
30
日
、
亀
里
町
の

Ｊ
Ａ
ビ
ル
で
「
令
和
８
年
度
第
33
回
通
常

総
代
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

総
代
会
で
は
、
各
地
区
の
総
代
４
５
４

名
（
本
人
出
席
２
２
２
名
、
書
面
出
席
２

３
０
名
、
委
任
状
出
席
２
名
）
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

議
長
に
は
、
上
川
渕
地
区
の
松
井
邦
男

さ
ん
と
南
部
地
区
の
町
田
修
さ
ん
が
選
任

さ
れ
、
円
滑
な
議
事
進
行
に
務
め
ま
し
た
。

　

議
場
で
は
、
昨
年
度
の
事
業
活
動
と
決

算
報
告
、
今
年
度
の
事
業
計
画
や
収
支
予

算
な
ど
の
提
出
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
慎

重
に
協
議
し
、
全
議
案
が
可
決
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

令和８年度
JA前橋市 第33回通常総代会

る
「
組
合
員
・
地
域
住
民
の
生
活
の
向
上

を
図
り
活
力
と
ゆ
と
り
あ
る
農
業
、
緑
豊

か
な
田
園
都
市
を
築
く
」
の
実
現
に
向
け

対
話
を
通
じ
た
第
９
次
中
期
計
画
の
着
実

な
実
践
に
よ
り
、
地
域
農
業
と
地
域
利
用

者
に
貢
献
す
る
Ｊ
Ａ
を
目
指
し
ま
す
。

▶️
議
長
と
し
て
議
事
進
行
を
務
め
た

　

町
田
修
さ
ん
㊧
松
井
邦
男
さ
ん
㊨

▶️
事
業
活
動
等
を
報
告
す
る
矢
端
組
合
長

▶️
議
案
説
明
に
耳
を
傾
け
る
総
代

▶️
提
出
し
た
す
べ
て
の
議
案
が
出
席
し
た
総
代

の
賛
成
を
得
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
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ＪＡ前橋市

自己改革実践レポート
ニガウリ定植後の管理について新規栽培者向け現地講習会を開催

▲ニガウリの生育状況を確認する参加者

　ＪＡ前橋市は６月４日、鼻毛石町の圃場にて、ニガウリの新規栽培者を対象とした現地講習会を開
催しました。これは、ＪＡが推進する「プラスワン施策」の一環で、地域特性を活かした高収益な品
目の導入を支援し、産地の振興と作付拡大を目指すものです。
　当日は、生産者や中部農業事務所、ＪＡ職員ら15名が参加。講習会では、群馬県中部農業事務所の
谷口高大主任より、ニガウリの生育特性や栽培管理のポイントについて解説がありました。
■初期生育を支える「あんどん」の重要性 ニガウリは高温を好む一方で低温に弱い性質があります。
定植初期の「あんどん」による保温・保湿・防風対策が、その後の生育を左右する重要なポイントで
あると説明がありました。あんどんの適切な設置方法や、近年の気象データを踏まえた撤去時期の判
断など、実践的な技術が共有されました。
■病害虫対策は「予防」がカギ 病害虫防除については、今年はオオタバコガやカメムシの発生量が多
い傾向にあることが報告されました。適期防除と薬剤の適正なローテーション散布を徹底すること、
また、炭疽病や斑点病などの病害に対しては、発生前の「予防」を重視した管理が重要であると呼び
かけられました。
■現場で学ぶ実践的な管理技術 講習の後半では、実際の圃場を見学しながら、側枝整理や誘引、主枝
の摘心といった生育を安定させるための技術を確認しました。また、栽培農家や種苗メーカーを交え、
天候不順時の樹勢維持や追肥のタイミング、収穫後の品質管理など、現場ならではの質疑応答が行わ
れました。
　ＪＡ前橋市では、今後もこうした取り組みを通じて、新規栽培者の皆様を力強くサポートしてまい
ります。



　

前
橋
市
と
Ｊ
Ａ
前
橋
市
は
６
月
13
日
、

藤
岡
市
の
道
の
駅
「
ら
ら
ん
藤
岡
」
肉
の

駅
ら
ら
ん
店
で
「
上
州
牛
ま
え
ば
し
」
と

「
ま
え
ば
し
麦
豚
」
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

と
農
協
牛
乳
消
費
宣
伝
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
え
ば
し
産
ブ
ラ
ン
ド
肉
と
牛
乳
を
県

内
外
消
費
者
へ
Ｐ
Ｒ
し
、
消
費
拡
大
・
販

路
拡
大
を
図
り
、
生
産
者
の
所
得
向
上
を

目
的
と
し
て
同
市
の
小
川
晶
市
長
、
Ｊ
Ａ

の
矢
端
幹
男
組
合
長
、
Ｊ
Ａ
肥
育
部
会
員

な
ど
関
係
団
体
役
職
員
約
30
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
小
川
市
長
が
「
前
橋
市
は

県
庁
所
在
地
で
あ
る
と
同
時
に
農
業
が
盛

ん
な
市
で
、
県
内
35
市
町
村
の
中
で
は
農

業
産
出
額
は
１
位
。
本
日
は
来
店
者
の

方
々
に
美
味
し
い
ま
え
ば
し
産
の
お
肉
を

た
く
さ
ん
手
に
取
っ
て
ほ
し
い
」
と
、
矢

端
組
合
長
は
「
本
日
は
ま
え
ば
し
産
の
ブ

ラ
ン
ド
肉
（
上
州
牛
ま
え
ば
し
・
ま
え
ば

し
麦
豚
）
を
用
意
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
の
で
、
来
店
者
の
方
々
に
は
ブ
ラ
ン
ド

肉
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
購
入
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
来
店
者
に
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
来
店
者
に
試
食
用
の
焼
き
肉

と
牛
乳
を
配
布
し
、
来
店
者
は
美
味
し
い

ブ
ラ
ン
ド
肉
、
牛
乳
を
堪
能
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
は
同
店
の
牛
肉
・
豚
肉
が

２
割
引
き
の
特
売
日
と
な
り
、
多
く
の
来

店
者
が
ブ
ラ
ン
ド
肉
を
買
い
求
め
ま
し
た
。

　

肥
育
部
会
の
鈴
木
高
弘
部
会
長
は
「
こ

の
取
り
組
み
を
き
っ
か
け
に
一
人
で
も
多

く
の
人
に
ま
え
ば
し
産
ブ
ラ
ン
ド
肉
、
牛
乳

の
美
味
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
、
消
費
の
拡

大
に
繋
が
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
前
橋
市
年
金
友
の
会
は
６
月
３
日
、

本
所
で
第
33
回
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

総
会
で
は
、
昨
年
度
の
事
業
報
告
と
会

計
報
告
な
ら
び
に
今
年
度
の
事
業
計
画
と

収
支
予
算
に
つ
い
て
協
議
し
、
す
べ
て
の

議
案
が
出
席
者
か
ら
賛
同
を
得
て
承
認
と

な
り
ま
し
た
。

▲ブランド肉と農協牛乳をPRした前橋市、ＪＡ、関係団体役職員

年
金
友
の
会
の
通
常
総
会

ま
え
ば
し
産
ブ
ラ
ン
ド
肉
を
Ｐ
Ｒ

ら
ら
ん
藤
岡
で
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

▲挙手にて議案を承認する年金友の会の会員

　

Ｊ
Ａ
前
橋
市
は
６
月
５
日
、
本
所
ア
グ

リ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
、
農
産
物
検
査

員
を
対
象
と
し
た
麦
の
目
揃
え
会
を
行
い

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
出
席
し
た
農
産
物
検
査
員
が

麦
の
標
準
品
の
色
や
大
き
さ
、
形
状
な
ど

を
目
視
で
確
認
。
各
種
銘
柄
サ
ン
プ
ル
の

格
付
け
や
銘
柄
鑑
定
を
実
際
に
行
い
、
正

誤
を
認
識
す
る
こ
と
で
、
適
正
な
格
付
け

の
徹
底
と
検
査
員
間
の
検
査
精
度
の
平
準

化
を
図
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
共
乾
施
設
の
稼
働
は
８
月
頃
ま

で
続
き
、
随
時
農
産
物
検
査
を
行
っ
て
い

く
予
定
で
す
。

目
揃
え
会
で

　
　
　

麦
の
適
正
検
査
を

▲麦の格付けを行う農産物検査員

▶
ま
え
ば
し
産
ブ
ラ
ン
ド
肉
を
Ｐ
Ｒ
す
る
職
員
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Ｊ
Ａ
前
橋
市
は
、
繭
の
増
産
対
策
や
群

馬
オ
リ
ジ
ナ
ル
蚕
品
種
の
掃
立
て
、
純
国

産
絹
製
品
づ
く
り
の
推
進
な
ど
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
今
年
度
は
新
規
養
蚕
農
家
が

一
人
増
え
る
な
ど
、
繭
生
産
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
前
橋
市
は
５
月
18
日
、
Ｊ
Ａ
営
農

部
敷
地
内
で
春
蚕
の
配
蚕
（
は
い
さ
ん
）

を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
稚
蚕
飼
育

を
委
託
し
て
い
る
Ｊ
Ａ
甘
楽
富
岡
の
小
野

稚
蚕
人
工
飼
育
セ
ン
タ
ー
か
ら
Ｊ
Ａ
前
橋

市
職
員
が
蚕
を
運
び
、
５
月
８
日
に
掃
立

（
は
き
た
て
。
ふ
化
し
た
ば
か
り
の
蚕
を

掃
き
集
め
て
蚕
座
に
移
し
、
初
め
て
餌
を

与
え
て
飼
育
を
始
め
る
こ
と
）
し
た
蚕
を

生
産
者
へ
引
き
渡
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
共
済
令
和
７
年
度
自
動
車
・
自
賠

責
共
済
代
理
店
表
彰
に
お
い
て
、
上
泉
町

の
有
限
会
社
浅
野
自
動
車
が
総
合
表
彰
の

部
で
特
別
総
合
優
績
表
彰
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　

同
店
は
、
交
通
事
故
や
ト
ラ
ブ
ル
に
備

え
る
自
動
車
共
済
な
ら
び
に
自
賠
責
共
済

の
重
要
性
を
積
極
的
に
広
め
、
契
約
件
数

に
お
い
て
２
年
連
続
で
県
下
１
位
と
い
う

優
れ
た
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。

　

同
店
代
表
取
締
役
の
浅
野
健
さ
ん
は

「
今
後
も
顧
客
満
足
の
向
上
に
努
め
る
と

と
も
に
、
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
地
域
に
密
着
し

た
安
心
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
た

い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

市
内
の
バ
ラ
生
産
者
な
ど
で
組
織
す
る

前
橋
ば
ら
部
会
は
６
月
17
日
、
父
の
日
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
、
平
和
町
の
ま
え
ば

し
こ
ど
も
園
と
粕
川
町
ひ
ま
わ
り
こ
ど
も

園
を
訪
れ
、
園
児
に
合
計
４
６
６
本
の
バ

ラ
を
配
布
し
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
昭
和
56
年
に
始
ま
り
、

市
の
花
で
あ
る
バ
ラ
を
広
め
る
と
と
も
に
、

子
ど
も
た
ち
が
大
切
な
人
に
花
を
贈
り
、

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
好
機
と
な
る
よ

う
例
年
実
施
。
バ
ラ
に
関
す
る
紙
芝
居
の

読
み
聞
か
せ
も
行
わ
れ
、
園
児
た
ち
は
興

味
津
々
で
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

き
れ
い
な
バ
ラ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
園
児

た
ち
は
喜
び
、
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
前
橋
市
は
５
月
26
日
、
本
所
で
令

和
８
年
度
の
選
抜
Ｌ
Ａ
（
ラ
イ
フ
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
）
任
命
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
全
26
人
の
Ｌ
Ａ
の
中
か
ら

特
に
優
れ
た
実
績
と
意
欲
を
持
つ
６
人
を

任
命
。
選
抜
Ｌ
Ａ
は
、
組
合
員
・
利
用
者

の
皆
様
へ
「
安
心
」
と
「
満
足
」
を
提
供

す
る
共
済
事
業
の
使
命
を
果
た
す
た
め
、

他
の
Ｌ
Ａ
の
模
範
と
な
り
、
組
織
全
体
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
け
ん
引
す
る
存
在
と
し

て
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

矢
端
組
合
長
は
「
組
合
員
や
利
用
者
の

皆
様
の
生
活
を
守
り
、
地
域
農
業
の
発
展

に
貢
献
す
る
Ｊ
Ａ
を
実
現
す
る
た
め
、
使

命
感
を
持
っ
て
日
々
の
業
務
に
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

▲表彰状を掲げる（有）浅野自動車の浅野さん

春
蚕
の
配
蚕

前
橋
ば
ら
部
会
が

園
児
に
バ
ラ
の
花
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

令
和
８
年
度

　
　
　

選
抜
Ｌ
Ａ
任
命
式

▲春蚕を引き渡す職員㊨と生育状況を確認する
生産者㊧

▲園児にバラを手渡す部会員

▲矢端組合長より任命証書を受け取る選抜ＬＡ

令
和
７
年
度
自
動
車
・
自
賠
責
共
済
代
理
店
表
彰

有
限
会
社 

浅
野
自
動
車
が

２
年
連
続「
特
別
総
合
優
績
表
彰
」
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前
橋
市
宮
城
地
区
粟
の
献
穀
実
行
委
員

会
は
５
月
24
日
、
市
之
関
町
の
高
橋
徳
雄

さ
ん
の
圃
場
で
、
粟
の
播
種
作
業
を
行
い

ま
し
た
。

  　

宮
城
地
区
で
は
、
皇
居
で
執
り
行
わ
れ

る
新
嘗
祭
に
供
え
る
粟
を
献
穀
し
て
お
り
、

そ
の
歴
史
は
今
年
で
76
年
を
迎
え
ま
す
。

　

実
行
委
員
会
関
係
者
と
Ｊ
Ａ
職
員
が
参

加
し
、
約
２
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
の
ほ
場

に
粟
を
蒔
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
齋
耕
者
を
務
め
る
高
橋
さ
ん
は

「
多
く
の
方
々
の
支
援
に
感
謝
。
伝
統
の
継

承
と
地
域
文
化
を
守
る
た
め
、
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
栽
培
管
理
に
努
め
収
穫
を

迎
え
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

献
穀
粟
の
播
種
作
業

　

Ｊ
Ａ
前
橋
市
西
部
支
所
は
５
月
24
日
、

総
社
公
民
館
敷
地
内
で
開
催
さ
れ
た
「
総

社
地
区
ふ
れ
あ
い
の
び
ゆ
く
こ
ど
も
の
つ

ど
い
」
に
参
加
し
、
農
産
物
の
即
売
や
Ｊ

Ａ
事
業
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
Ｊ
Ａ
職
員
と
地
元
生
産
者
が

参
加
。
タ
マ
ネ
ギ
や
エ
ダ
マ
メ
な
ど
、
地

元
で
採
れ
た
新
鮮
野
菜
を
販
売
し
、
多
く

の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

西
部
支
所
の
湯
浅
博
之
支
所
長
は
「
今

後
も
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
積
極
的
に

行
い
、
住
民
の
皆
様
に
と
っ
て
よ
り
身
近

で
親
し
み
や
す
い
組
織
づ
く
り
に
努
め
て

い
き
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
前
橋
市
地
域
密
着
型
介
護
ホ
ー
ム

上
陽
は
６
月
６
日
、
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル

「
Ｔ
Ｃ
Ｈ　

Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ 

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
」
に

所
属
す
る
子
ど
も
た
ち
を
招
き
、
息
の
合

っ
た
元
気
い
っ
ぱ
い
の
チ
ア
ダ
ン
ス
を
披

露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

利
用
者
は
笑
顔
を
浮
か
べ
、
リ
ズ
ム
に

合
わ
せ
て
手
拍
子
を
送
る
な
ど
会
場
は
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

ダ
ン
ス
披
露
後
に
は
、
子
ど
も
た
ち
と

の
交
流
会
も
行
わ
れ
、
世
代
を
超
え
た
温

か
い
交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
前
橋
市
前
橋
青
年
部
は
５
月
20

日
、
泉
沢
町
の
圃
場
で
女
屋
町
の
い
ず
み

幼
稚
園
と
西
片
貝
町
の
桃
瀬
幼
稚
園
の
園

児
１
１
０
人
を
招
き
、
タ
マ
ネ
ギ
の
収
穫

体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
青
年
部
員
が
マ
ル
チ
シ
ー
ト

を
は
が
す
と
、
た
く
さ
ん
の
タ
マ
ネ
ギ
が

姿
を
現
し
、
園
児
た
ち
は
歓
声
を
上
げ
な

が
ら
両
手
い
っ
ぱ
い
に
タ
マ
ネ
ギ
を
収
穫

し
ま
し
た
。

　

前
橋
青
年
部
は
、
今
後
も
様
々
な
農
業

体
験
を
通
じ
て
、
農
業
の
楽
し
さ
や
大
切

さ
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
く
方
針
で

す
。

▲多くの来場者で賑わう西部支所の野菜販売ブース

▲粟を播種する粟の献穀実行員会と関係者

▲園児たちにタマネギの収穫方法を説明する山田部長㊨

地
域
密
着
型
介
護
ホ
ー
ム
上
陽
で

子
ど
も
た
ち
が
チ
ア
ダ
ン
ス
を
披
露

青
年
部
が
子
ど
も
た
ち
と

　

タ
マ
ネ
ギ
の
収
穫
体
験

西
部
支
所
が
地
域
と
交
流

総
社
地
区
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

▶
チ
ア
ダ
ン
ス
を
披
露
し
た
子
ど
も
た
ち
と

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
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Ｊ
Ａ
前
橋
市
北
部
営
農
セ
ン
タ
ー
は
５

月
27
日
、
日
輪
寺
町
の
南
橘
市
民
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
で
、
北
部
エ
リ
ア
女
性
部
に

よ
る
合
同
料
理
講
習
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

南
橘
、
芳
賀
、
富
士
見
の
３
支
部
が
合

同
で
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
の
は
今
回
が
初
め

て
の
試
み
で
す
。

　

当
日
は
、
部
員
や
Ｊ
Ａ
職
員
合
わ
せ
て

37
人
が
参
加
。
南
橘
女
性
部
高
橋
初
江
部

長
が
講
師
を
務
め
、「
焼
き
肉
の
た
れ
」「
エ

ビ
チ
リ
卵
」「
山
菜
お
こ
わ
」「
あ
ん
み
つ
」

の
４
品
を
調
理
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
支
部
混
合
の
班
に
分
か
れ
、

互
い
に
協
力
し
な
が
ら
手
際
よ
く
作
業
を

進
め
ま
し
た
。
会
場
は
終
始
和
や
か
な
雰

囲
気
に
包
ま
れ
、
参
加
者
同
士
調
理
を
通

じ
て
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　

富
士
見
女
性
部
の
樺
澤
さ
く
江
部
長
と

芳
賀
女
性
部
の
志
村
千
恵
子
部
長
は
「
多

く
の
参
加
者
に
恵
ま
れ
、
支
部
を
越
え
た

交
流
を
図
る
有
意
義
な
機
会
と
な
っ
た
。

こ
の
繋
が
り
を
大
切
に
、
北
部
エ
リ
ア
か

ら
女
性
部
全
体
を
活
性
化
さ
せ
る
よ
う
な

活
動
を
広
げ
て
い
き
た
い
」
と
意
欲
を
語

り
ま
し
た
。

北
部
エ
リ
ア
女
性
部
が

合
同
料
理
講
習
会
を
開
催

▶
完
成
し
た
料
理
を
囲
み
笑
顔
を
見
せ
る
参
加
者

　

Ｊ
Ａ
前
橋
市
女
性
組
織
協
議
会
は
５
月

21
日
、
本
所
で
Ｊ
Ａ
共
済
く
ら
し
の
活
動

の
一
環
と
し
て
「
健
康
・
脳
ト
レ
体
操
」

を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、会
員
や
地
域
住
民
35
人
が
参
加
。

Ｂ
Ｏ
Ｄ
Ｙ
Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｕ
の
大
山
幸
子
さ
ん
を

講
師
に
迎
え
、『
10
年
後
も
今
と
同
じ
よ
う

に
動
け
る
身
体
』
を
目
指
し
、
椅
子
に
座

り
な
が
ら
無
理
な
く
行
え
る
ス
ト
レ
ッ
チ

や
、
脳
を
活
性
化
さ
せ
る
「
じ
ゃ
ん
け
ん

体
操
」、
正
し
い
姿
勢
で
の
歩
き
方
な
ど
を

実
践
し
、
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
図
り

ま
し
た
。

　

久
保
ま
さ
江
会
長
は
「
今
後
も
健
康
増

進
活
動
を
継
続
し
、
誰
も
が
健
や
か
に
暮

ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
」
と
語
り
ま
し
た
。

女
性
組
織
協
議
会
が
Ｊ
Ａ
共
済
く
ら
し

の
活
動
で
健
康
・
脳
ト
レ
体
操
を
実
施

▲協力しながら調理する参加者

▲大山講師㊨に健康体操を学ぶ参加者
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～産直ゆうあい館　お問い合わせ先～
群馬県前橋市富田町 2400-1　営業時間：午前９時～午後６時

ＴＥＬ：027-261-5811　ＦＡＸ：027-261-6446
担当：山田・茂木

ＪＡ前橋市 産直ゆうあい
出荷者大募集！

　JA 前橋市産直ゆうあい館は、農産物・加工品・鉢花・苗等を中心

として「新鮮・安全・安心」な前橋産にこだわった品揃えで、地域の 

魅力を発信し「地産地消」の推進を図り、地域のみならず、都市部へ

の PR も行っております。皆様が作った農産物等をゆうあい館へ出荷し

てみませんか？直売所として産直品を充実させたいので、出荷へご興味

がある方は是非下記連絡先へお問い合わせ下さい！

※販売手数料　19.5％（冷蔵庫使用 21.5％）

※朝に出荷した野菜・加工品については、翌朝出荷時の引き取りが可能です！

前橋市内に在住の方の出荷者を募集しております。
詳しい内容は下記のお問い合わせ先にご連絡ください。

主な募集部門：野菜部門、惣菜部門、切花部門
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転載：ＪＡ全農「全農ウィークリー」2026年５月25日号（vol.1146）「温暖化（高温）対策の特設ページを公開」より
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群馬県中部農業事務所

営農情報

　
　

1

■
発
生
の
背
景

　

近
年
の
温
暖
化
や
猛
暑
の
影
響
に
よ
り
、
害
虫

の
発
生
動
向
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
そ
の

要
因
に
つ
い
て
は
、﹁
①
発
生
時
期
の
早
期
化
・
長

期
化
﹂、﹁
②
世
代
数
の
増
加
︵
世
代
回
転
の
高
速

化
︶﹂、﹁
③
幼
虫
の
生
存
率
の
上
昇
︵
発
生
量
の
増

加
︶﹂、﹁
④
越
冬
個
体
の
増
加
﹂
の
４
点
が
関
係
す

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

高
温
・
少
雨
の
気
象
条
件
で
は
、
孵
化
直
後
の

小
さ
な
若
齢
幼
虫
が
物
理
的
に
雨
に
洗
い
流
さ
れ

に
く
く
、
乾
燥
が
続
く
こ
と
で
昆
虫
寄
生
菌
や
捕

食
天
敵
の
活
動
が
鈍
く
な
る
こ
と
で
、
結
果
的
に

生
存
率
が
高
ま
り
、
発
生
量
が
増
加
し
や
す
く
な

る
傾
向
ま
す
。

■
形
態
及
び
生
態

シ
ロ
イ
チ
モ
ジ
ヨ
ト
ウ

　

幼
虫
は
淡
い
緑
色
で
、葉
や
茎
を
食
害
し
ま
す
。

多
食
性
で
様
々
な
野
菜
に
寄
生
し
、
卵
を
塊
で
作

物
に
産
み
付
け
る
こ
と
か
ら
、
発
生
が
多
い
場
合

は
短
期
間
で
被
害
が
急
速
に
拡
大
し
ま
す
。

オ
オ
タ
バ
コ
ガ

　

成
虫
は
飛
翔
能
力
が
高
く
、
広
範
囲
に
移
動
し

ま
す
。
幼
虫
は
強
い
顎
を
持
っ
て
お
り
、
果
実
内

部
に
食
入
す
る
た
め
、
外
観
か
ら
被
害
が
分
か
り

に
く
く
、
防
除
が
遅
れ
や
す
い
害
虫
で
す
。

　

ど
ち
ら
の
種
も
、
若
齢
幼
虫
期
は
葉
上
に
露
出

し
て
い
る
た
め
防
除
し
や
す
い
で
す
が
、
成
長
す

る
と
薬
剤
が
効
き
に
く
く
な
り
ま
す
。

防
除
対
策

①
発
生
初
期
の
防
除
徹
底
卵
~
若
齢
幼
虫
期
で
の

防
除
が
最
も
重
要
で
す
。
食
入
後
で
は
防
除
効
果

が
低
下
す
る
た
め
、
早
期
対
応
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

②
発
生
状
況
の
把
握

　

ほ
場
巡
回
に
よ
り
早
期
発
見
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
群
馬
県
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
で
公
表
し
て

い
る
﹁
病
害
虫
発
生
予
察
情
報
﹂
に
つ
い
て
も
積

極
的
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

③
適
正
な
農
薬
の
使
用
登
録
農
薬
を
適
期
に
使
用

す
る
と
と
も
に
、同
一
系
統
薬
剤
の
連
用
を
避
け
、

作
用
機
構
の
異
な
る
薬
剤
で
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
散

布
を
行
い
ま
し
ょ
う
︵
抵
抗
性
対
策
︶。

　

被
害
残
さ
は
速
や
か
に
処
理
し
、
ほ
場
周
辺
の

雑
草
除
去
な
ど
発
生
源
の
低
減
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

■
ま
と
め

　

チ
ョ
ウ
目
害
虫
は
今
後
も
発
生
増
加
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。
発
生
予
察
情
報
の
確
認
を
徹

底
し
、
早
期
発
見
、
初
期

防
除
で
被
害
の
拡
大
防
止

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

︵
中
部
農
業
事
務
所
担
い
手
・
園
芸
課
野
菜
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
口　

高
大
︶

　

近
年
、
夏
季
の
高
温
傾
向
に
よ
り
、
オ
オ
タ
バ

コ
ガ
や
シ
ロ
イ
チ
モ
ジ
ヨ
ト
ウ
な
ど
の
チ
ョ
ウ
目

害
虫
の
発
生
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
昨
年
も
記
録

的
な
猛
暑
と
な
り
、
病
害
虫
の
発
生
時
期
の
早
期

化
や
発
生
量
の
増
加
が
全
国
的
に
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

　

Ｊ
Ａ
前
橋
市
管
内
で
も
こ
れ
ら
の
害
虫
は
ネ
ギ

を
は
じ
め
、
ナ
ス
、
ニ
ガ
ウ
リ
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

な
ど
多
く
の
露
地
作
物
を
食
害
し
、
収
量
や
品
質

に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
被
害
が
多
か
っ
た

昨
年
に
続
き
今
年
も
注
意
が
必
要
な
状
況
に
あ
り

ま
す
。

図１ 左:シロイチモジヨトウの発生消長、右:オオタバコガの発生消長

チ
ョ
ウ
目
害
虫（
オ
オ
タ
バ
コ

ガ
や
シ
ロ
イ
チ
モ
ジ
ヨ
ト
ウ
な

ど
）の
発
生
動
向
と
防
除
対
策

に
つ
い
て

写
真
１　

シ
ロ
イ
チ
モ
ジ
ヨ
ト
ウ

　

上 

ネ
ギ
の
食
害
の
様
子 

／ 

下 

老
齢
幼
虫

写
真
２　

オ
オ
タ
バ
コ
ガ

　

上 

ナ
ス
の
食
害
の
様
子 
／ 
下　

老
齢
幼
虫

「病害虫発生予察情報」
は二次元バーコードか
らもアクセスできます。
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「
奉
安
殿
」の
こ
と
な
ど

JAのペット火葬 ～移動火葬車によるペットの火葬サービス～

ペット火葬専用ダイヤル　※夜間（18時～８時）はペット火葬業者で対応します。

　長い間一緒に過ごしてきた、大切な家族。もしもお別れの時が来てしまったらすぐに離れてしま
うのはあまりにも切ないから、真心込めてお別れのお手伝いを致します。
ご火葬プランのご紹介　ご家族様のご要望やご都合に合わせた３つのご火葬プランを用意しています

※24時間365日対応致します。01200120--0909--10821082

合　同　火　葬
（※ご返骨不可）

　専用車にてご自宅またはご指
定の場所にお迎えに参ります。
その後、合同火葬を行います。
合同火葬後のご遺骨は、提携寺
院の納骨堂の合祀墓でご供養い
たします。

14,850円～（税込）

個　別　火　葬
（スタッフによるお骨上げ）

　専用車にてご自宅またはご指
定の場所にお伺い致します。専
用車にて個別に火葬を行い、ス
タッフが骨壷のお骨をお納めし、
後日、ご自宅へご返骨いたしま
す。

18,150円～（税込）

立会い個別火葬
（ご家族様によるお骨上げ）

　専用車にてご自宅またはご指
定の場所にお伺いします。専用
車にて個別に火葬を行い、ご家
族にお骨上げをしていただきま
す。骨壷のお骨をおさめ、ご返
骨いたします。

20,350円～（税込）

体
を
動
か
す
た
め
の
ヒ
ン
ト
　
手
軽
に
体
操

　
中
腰
姿
勢
や
前
か
が
み
の
姿
勢
な
ど

で
長
時
間
に
わ
た
り
作
業
を
し
て
い
る

と
︑
腰
や
背
中
に
負
担
を
感
じ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
︒
と
り
わ
け
農
作
業

で
は
︑
作
物
に
も
よ
り
ま
す
が
収
穫
時

や
出
荷
時
な
ど
に
腰
へ
負
担
が
か
か
る

で
し
ょ
う
︒
農
作
物
の
運
搬
方
法
を
工

夫
し
た
り
︑
重
量
な
ど
を
考
慮
し
な
が

ら
腰
へ
の
負
担
を
最
小
限
に
抑
え
た
い

も
の
で
す
ね
︒
日
々
の
疲
労
が
少
し
で

も
軽
減
で
き
る
よ
う
︑
十
分
に
休
息
を

取
り
ま
し
ょ
う
︒

　
今
回
は
腕
と
腰
の
運
動
を
ご
紹
介
し

ま
す
︒
腕
の
動
か
し
方
は
上
げ
る
︑
曲

げ
伸
ば
す
︑
振
る
︑
回
す
︑
こ
と
が
で

き
ま
す
︒
腰
の
動
か
し
方
は
ね
じ
る
︑

回
す
︑
こ
と
が
で
き
ま
す
︒
今
回
は
腰

を
ね
じ
る
こ
と
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
︑

運
動
に
取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
︒

腰
を
左
右
に
ね
じ
っ
て
み
ま
し
ょ
う
！

日
本
体
育
大
学
准
教
授
●
伊
藤 

由
美
子

1
←の日が出荷休みになります。

野菜の荷受休業日野菜の荷受休業日

７
月

の
休
業
日

８
月

の
休
業
日

号令あり

日本体操協会公認体操プログラム
「The Taiso（ザ・タイソウ）」

20秒バージョン

レッツ、トライ！　腕を曲げ伸ばす運動 + 腰をねじる運動

号令なし

※初めは無理をせず、ゆっくりとできる範囲で続けましょう。

イラスト：出口由加子

（1）いすに座り、両
腕を上げて準備を
します。

（2）両腕を曲げます。 （3）（1）の姿勢に戻
ります。

（4）両腕をやや右後
方に引くようにしな
がら腰をねじります。

（5）（1）の姿勢に戻り
ます。同様に左方向へ
も行いましょう。

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土

1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 2930 31
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◯
発
　
行

　
前

橋
市

農
業

協
同

組
合

〒
379-2161

群
馬

県
前

橋
市

富
田

町
2400-1

◯
編
　
集

　
JA

前
橋

市
企

画
管

理
部

総
合

企
画

課
／

編
集

委
員

会

　
TE

L  027-261-3000 ㈹
    FA

X
  027-212-2570

◯
発
行
人

　
代

表
理

事
組

合
長

　
矢
端
幹
男

2
0
2
6

７
月

Ｎ
ｏ

.4
0
1

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

も
で
き
ま
す
。

○
申
し
込
み
期
間

　

７
月
21
日
（
火
）
〜
９
月
１
日
（
火
）
に
調

査
票
に
必
要
事
項
を
記
入
し
同
課
へ
直
接
ご
提

出
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
前
橋
市
役
所
農
政
課

☎
０
２
７
―
８
９
８
―
５
８
４
１

○ 

高
齢
農
家
の
農
機
具
購
入
を
支
援
し
ま
す

　

対
象
機
械
な
ど
は
、耕
う
ん
機
な
ど
の
管
理
機
、

防
除
機
、
草
刈
機
、
税
込
み
２
万
以
上
の
ア
シ

ス
ト
ス
ー
ツ
で
す
。
い
ず
れ
も
販
売
品
目
に
使

用
す
る
も
の
に
限
り
ま
す
。
交
付
決
定
前
に
購

入
し
た
も
の
は
対
象
外
で
す
。
な
お
、
過
去
３

年
度
以
内
に
本
事
業
を
利
用
し
た
人
、
セ
カ
ン

ド
キ
ャ
リ
ア
就
農
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
る

人
は
対
象
外
で
す
。

補
助
額
＝
購
入
費
の
２
分
の
１
以
内
（
上
限

８
万
円
）

対
象
＝
前
橋
市
在
住
の
以
下
の
条
件
を
満
た
す

農
業
者
。
①
令
和
８
年
４
月
１
日
現
在
70
歳
以

上
②
確
定
申
告
な
ど
で
農
業
収
入
を
確
認
で
き

る
③
前
年
合
計
所
得
金
額
が
２
０
０
万
円
以
下

④
市
税
の
滞
納
が
な
い
⑤
認
定
農
業
者
で
な
い

　

等

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
＝
８
月
３
日
（
月
）
か
ら
10
日
（
月
）

ま
で
に
農
政
課
へ
。
申
請
が
予
算
額
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
と
し
、
申
請
受
付
期
間
終
了
後
予

算
残
額
が
あ
る
場
合
、
先
着
順
で
受
付
を
延
長

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
前
橋
市
農
政
課

☎
０
２
７
―
８
９
８
―
６
７
０
８

○
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す

　

優
良
農
地
の
確
保
と
有
効
利
用
促
進
を
図
る

た
め
、
農
地
法
に
基
づ
き
、
利
用
状
況
調
査
（
農

地
パ
ト
ロ
ー
ル
）
を
行
い
ま
す
。
遊
休
農
地
の

実
態
把
握
と
発
生
防
止
・
解
消
、
農
地
の
違
反

転
用
発
生
防
止
等
を
重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
７
月
以
降
に
実
施
し
、

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
道
路
か
ら
目
視

で
状
況
を
確
認
い
た
し
ま
す
が
、
場
合
に
よ
っ

て
は
当
該
農
地
へ
立
ち
入
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
後
、
作
付
等
が
難
し
い
所
有
者
の
方
は
貸
出

し
な
ど
の
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
遊
休
農
地
を
放
置
し
、
農
業
委
員
会

か
ら
農
地
中
間
管
理
機
構
と
協
議
す
べ
き
こ
と

の
勧
告
を
受
け
た
農
地
は
固
定
資
産
税
の
評
価

額
が
上
が
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
所
有
者

の
方
は
除
草
や
耕
起
な
ど
の
適
正
な
管
理
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
前
橋
市
農
業
委
員
会
事
務
局

（
農
業
振
興
係
）

☎
０
２
７
―
８
９
８
―
６
７
３
３

○
６
次
産
業
化
の
要
望
を
調
査

　

来
年
度
以
降
の
６
次
産
業
化
（
前
橋
産
農
林

水
産
物
の
加
工
販
売
）
支
援
の
要
望
調
査
を
実

施
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
る
か
本
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
対
象
事
業
な
ど

〈
①
ハ
ー
ド
〉
加
工
・
販
売
施
設
の
整
備
、
機
会

の
導
入

〈
②
ソ
フ
ト
〉
販
売
促
進
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
な
ど
の
デ

ザ
イ
ン

○
要
望
調
査
票
の
配
布

　

市
役
所
農
政
課
で
配
布
し
ま
す
。
前
橋
市
ホ

※希望される方は、

前々日までにJA各支所へご連絡ください。

法務・税務相談日
●法務相談

●税務相談

2026年 ８月 ７日㈮・21日㈮
2026年 ９月 ４日㈮・18日㈮

2026年 ８月27日㈭  　　　　
2026年 ９月10日㈭・24日㈭

◆
審
議
事
項  

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

①
令
和
８
年
度
～
令
和
10
年
度　
貸

出
金
不
良
債
権
回
収
計
画

②
令
和
８
年
度
～
令
和
10
年
度　
購

買
未
収
金
不
良
債
権
回
収
計
画

③
県
都
ま
え
ば
し
創
生
本
部
有
識
者

会
議
へ
の
委
員
推
薦
に
つ
い
て

④
就
業
規
則
の
一
部
変
更

⑤
令
和
８
年
度　
常
勤
役
員・非
常
勤

役
員
小
委
員
会
担
当
に
つ
い
て

⑥
令
和
８
年
度　
給
与
改
定

⑦
貸
出
案
件

◆
報
告
事
項  

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
①
各
事
業
の
概
況
と
報
告

５
月
25
日
⋮
本
所
多
目
的
ホ
ー
ル

◆
審
議
事
項  

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

①
役
員
報
酬５

月
30
日
⋮
J
A
ビ
ル
10
階
会
議
室

５
月
の
理
事
会
か
ら

５月末事業実績５月末事業実績

総 組 合 員 数

貯　金　総　額

貸 出 金 総 額

長期共済保有額

農畜産物販売総額

購買品供給額

24,460 人
(うち正組合員 9,681 人)

2,453億3,523 万円

812億2,565 万円

4,331億4,308 万円

41億9,346 万円

15億6,562 万円

みんなの JA

……  各午後２時から本所金融部窓口にて  ……

アグリマシンフェア2026
開催日：12月５日（土）～６日（日）
主　催：ＪＡ・ＪＡ全農ぐんま

アグリマシンフェア２０２６
開催日程についてのご案内

　例年７月に開催しております農業機械大
展示即売会「アグリマシンフェア」につきま
して、本年度は開催時期を変更し、下記日
程にて実施いたします。
　当日のプログラムや会場内での物販等
の詳細につきましては、後日改めてご案内
いたします。

農地パトロール車（パトロール
中のマグネットを掲示して市内
農地を巡回しますので、ご理解
をお願いいたします。）
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